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〔四〉結語

〔序〕

『資本論』は第二巻・第一篇・第六章「流通諸費用」・第二節「保管費用」に

おいて，次の諸命題で問題提起する。

命題1，保管費用は商品形態から生ずる同一価値の姿態変換のために必要な

売買費用と異なり， Iこの流通費は，生産過程一ーといっても，流通において

のみつづけられる，つまりその生産的性格が流通形態によって隠、蔽されている

にすぎない，生産過程一ーから生じうる。」

(1)(2)(3) Das Kapital. Buch II. K. Marx. Dietz Verlag Berlin， 1953.以下， Das Kapital 

-II と略称， S.131長谷部文雄氏訳『資本論』第二部全，青木書庖版， 177頁以

下，訳書K-IIと略称する。
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命題II， Iそれは他面，社会的に考察すれば，労働…の単なる費用・不生産

的支出でありうるが，それ故にこそ個別的資本家にとっては価値形成的に作用

し，彼の商品の販売価格への追加分をなしうるO …だが，価値を追加する労働

はすべて剰余価値を追加しうるのであり，また，資本制的生産の基礎上で、はつ

ねに剰余価値を追加するで、あろ;}。」

命題llI， Iかくして，商品に使用価値を追加しないで商品を高価にする費

用，つまり社会にとっては生産の空費に属する費用が，個別的資本家にとって

は致富の源泉をなしうるのである O 他面，この流通費が商品価格に附加する追

加がこの費用を均衡的に配分するにすぎぬかぎりでは，この費用の不生産的性

格はそれによってなくなりはしなに」

安部隆一教授は流通諸費用の先駆的研究たる『流通諸費用の経済的研発)』第

二章「保管費用」第二節末尾において，上述の命題1，II，命題Eを次のよう

に簡明に問題提起されているo I保管費用が先ず第一に，流通費用でありなが

ら生産費用であるのは如何なる根拠に基づくのであるか，第二に生産費用で

ありながら流通費用であるのは如何なる意味をもっているのであるか，J 

我国における論争の出発点は『資本論』の命題1，ll，すなわち保管費用の

生産的性格をめぐってなされている O 論争の核心は保管費用が生産する一定の

有用的効果の把握についてであるO この場合，次の点が問題となる。 (i)有用的

効果としづ概念の把握， (ii)対象的形態をとらぬ「生産物」の論証，白D保管過程

に含まれる労働期間を超過する一定の自然過程の分析である O

成程，保管過程は社会的総再生産過程からみればー特殊生産部門の問題であ

るO 然し，問題はかかるー特殊生産部門の分析に，如何に基本命題が貫徹する

かである O もし， w資本論』の基本命題がー特殊生産部門に貫徹せねば，それ

は二元論となり『資本論』の基本命題そのものが問題となるo W資本論』の立

(4) 安部隆一著「流通諸費用の経済学的研究J (伊藤書庖刊〉以下，安部隆一「流通諸

費用の研究」と略称す。

(5) 安部隆一著，向上書， 36頁。
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場からすれば，通常， Iサーヴィス」として把握されている対象的形態をとら

ぬ「生産物」の存在証明が必要であろうと思われる。その一つの試みを保管費

用の生産的性格の分析を通じてなそうと思う。

第二に，保管費用は「流通論」を専攻する論者か，あるいは「国民所得論」

を問題とする人々において殊に問題とされている O いづれの場合も基本的に問

題となるのは保管過程の再生産=流通である O ことに後者の場合，保管費用の

再生産表式分析は不可欠であるように思われるO 金子ノ、ルオ教授は『生産的労

働と国民所得~ (金子ノ、ルオ著， 日本評論社〉の序文においてこの点を指適さ

れている。

第三に，保管費用の分析は第二巻に位置するO すれば，第一巻の立場，すな

わち直接的生産過程の立場からすれば，他の商品・剰余価値を生産するのと本

質的には変わらぬ。然し，第二巻の立場からすれば，それは流通費用であり，

空費であるとは云え，社会的富の一存立条件であり，維持費であることが証明

される事が必要であるO ここにー特殊部門だとは云え，第二部に保管費用の分

析が位置する根拠がある。他方，第三部との関連でみれば，保管費用の分析は

第二部・第一篇に還元し，表式分析での証明を根拠にして，第三巻へ連けいし

うる。かかる意味において保管費用は第二巻・ー篇に位置しているとは云え，

『資本論』総体を前提としている O

以下， cー〕在庫形成一般と保管費用， c二〕保管費用の生産的性格で、は社
会的総再生産を前提とし， c三〕保管費用の再生産=流通では再生産過程表式

分析でもって論証を試みるO

(6) 安部隆一「流通諸費用の研究J 4頁参照。 橋本勲教授は「商業資本と流通問題」

(橋本勲著，ミネルヴァ書房〉第二章「ー，はしがきJ.41頁において，第三巻との関連

から， r個別資本の観点Jr社会的観点」の二視点からの分析の必要性を指摘されてい
る。然し，自明の如く，保管費用の分析は第二巻に位置するが故に，第一巻の直接的

生産過程の視角と，第二巻の再生産=流通との視角がまず問題とされる必要があるの

ではなかろうか。
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〔ーコ 存荷形成一般と保管費用

保管費用の分析は『資本論』第二巻「資本の流通過程」第一篇「資本の姿態

変換とそれらの循環」第六章「流通諸費用」第二節「保管費用」に位置する。

すれば，保管費用の分析にとって如何なる「資本の姿態変換とそれらの循

環」が前提となるかがまず問題となる。第一篇「資本の姿態変換とそれらの循

環」の主題は個別資本のみならず，社会的総資本の「姿態変換とそれらの循

環」の分析である O かつ「連続性における産業資本の現実的循環は流通=およ

び生産過程の統ーであるばかりでなく，その三循環のすべての統一で、ぁ2。」我
々は別稿において考察した如く，産業資本の三循環の統ーを通説とは異なり商

品資本の循環を基軸に把握するO 第二節「保管費用」は第一篇・第四章「循環

過程の三公式」第五章「流通時間」第六章「流通諸費用」の第二節に位置する

が故に，個別資本・社会的総資本の三循環の統ーが前提となっている。産業資

本の三循環の統ーを形式で示せば次の通りとなる O

←崎ーー一一一時一ーーーて:二:三二三二て二[了二二7二二:ご

山一Wく1一一-1-P一一 (W')
W' -G' :・ 1: ヒ

|一一一ー一一ー一---_jLg-w 

A-G.G-W 
」

るれさ摂包土W
 

G
 
G
 

A
 

内環循のし但

環

環

環

循

循

循

の

の

の

本

本

本

資

資

資

幣

産

品

貨

生

商

+ι

み
よ

+ι

線

線

線

点

破

直

注

(7) Das Kapital-1[. S. 98.訳書， K-1[. 135頁。

(8) 拙稿「商業資本実存条件としての商品流通(市場〉についてJ(三)0 I富大経済論

集J(第十四巻第二号〉所収。
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生産手段生産部門・生活手段生産部門との関連で見れば次の様になる。

II 

(Pm)W-b.jG-W〈?P(W)
It- '1 

)' ~ g一一一 W

A-一一G 、~/ ~G 一一-W

l(，〆'- ，Pm 
(Lm) W'一一G' ・ 長G--WくA …H ・H ・...p…-一 (W)

町、、〆'1

〉大、、~g--w

』〆、、

A-G  • 、G-w

注.点線は貨幣流通，矢印は通流の方向 (Pm)は生産手段，(Lm)は生活手段の略

総生産手段・総生活手段たる総生産物は「それが商品資本として定在する

間，または市場に滞留する聞は，つまりそれの出てくる生産過程とそれの入り

こむ消費過程との合間にあるかぎりは，商品在荷を形成する。」

かかる商品在荷は部門r.rrの商品資本の循環の立場からすれば，それの第
一段階たる W-G'を遂行せねばならぬ商品生産物として現われ，これの市場

での一定期間の滞留は WI…W の機能を妨げるものとして現われる O 他方，

部門r，rrの生産過程が中断なく，連続的に生産を遂行するためには，中断な
く第二段階 G-W<くなが遂行されねばならぬo 従って，部門r，rrの W(c)-
G・G-W(ρm)の第二段階にとっては (Pm)W'たる総生産手段の市場での一

定期間の滞留は潜勢的生産ファンドをなしており ，W(v)-G， G-W(A)の第

二段階にとっては，A-G， G-Wを含むが故に，(Lm)Wたる総生活手段の

市場での滞留は労働者階級の労働力再生産のための個人的消費にとっての社会

的消費ファンド、ををなすO すなわち，総生産手段・総生活手段としての総商品

在荷は，社会的生産ファンド，社会的消費ファンドとして定在するO

総生産手段・総生活手段たる商品在荷の時期と範囲は，これが総生産的消費

(9) Das Kapital-II. S. 131.訳書， K-II. 178頁。
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過程，総個人的消費過程に制約されているが故に，総生産的消費・総個人的消

費の時期と平均的範囲を若干超える範囲で応ずるものでなくてはならぬ。更

に，商品在荷は絶えず更新されねばならぬ。この更新は商品の再生産に要する

期間に依存するO かくて， Iこの在荷形成によってのみ，流通過程のーしたが

って流通過程を包含する再生産過程の一恒常性および連続性が確保されど。」

貯蔵品を貯蔵品の形態としてみれば，W' als W として一商品形態として

商品在荷の形態で実存するか，あるいは G-W(ρm)の結果，潜勢的生産資本

として，生産在荷として実存するか，あるいは個人的消費過程において消費フ

ァンドとして実存する。貯蔵品としてみればこれらいづれも同じ貯蔵品がそれ

の実存形態を変えたにすぎ、ぬ。然し，我々の分析は社会的生産ファンド・社会

的消費ファンドとして実存する W'たる商品在荷の維持に必要な保管費用の分

析をもって始めるO

〔ニ〉 保管費用の生産的性格

保管費用は流通費用であるO それは〔序〕の命題工において提出されている

如く，流通費用でありながら生産的性格を有する。論争の第一点はこの生産的

性格をめぐってなされているO 保管費用は生産的性格を持つとは云え，さしあ

たり如何なる意味で流通費用であるのであろうか。 Iし、づれにしても，商品在

荷の維持および保管に役立つ資本および労働力は直接的生産過程から引き上げ

られている。」この場合の直接的生産過程とは何を指すのか。我々の分析は W'

として定在する商品在荷の保管の為に必要とされる保管費用の分析に向ってい

るのであるから，それは今，市場に定在している社会的総生産物たる (ρρW'，

(Lm)W'の直接的生産過程における生産費用ではないことを意味するO それど

ころか保管費用は流通費用であるが故に，それの填補のためには，社会的総生

(10) Das Kapital-II. S. 141.訳書， K-II.33頁。安部隆一著，前掲書， 33頁。

(11) Das Kapital-1. S. 133.訳書， K-II. 179頁。
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産物から控除されねばなら品。もし保管費用の生産的性格を貯蔵商品(α〉の

生産費用とし，これが流通部面に投下され，従って，それの生産的性格が隠蔽

されるのだとすれば，この場合の保管費用は貯蔵商品(α〉の直接的生産過程に

おける生産費用となり，保管費用が流通費用であること，ましてそれが空費た

ることが論証出来ぬ。保管費用は保管される貯蔵商品(α〉・商品在荷の生産費

用ではなく，むしろそれの填補には空費で、あるが故に社会的総生産物から控除

されねばならぬ。他方，保管費用として投下された資本部分は，不変資本とし

て保管手段，可変資本として労働力よりなるO すなわち「新たな労働一対象化

された労働および生きた労働が，追加される。」

すれば如何なる意味で保管費用は流通費用でありながら生産的性格を有する

のであろうか。ここで二つの問題が生ずる。

第一に， I商品で表示される労働」は二重の社会的性格を持つ。それ故，こ

こに云う「生きた労働」とは具体的有用的労働・抽象的人間的労働としづ対立

したこ側面を持つ「商品で表示された労働J= T私的諸労働の二重の社会的性

格を持つ労働」である O 然、し，保管労働は保管される商品在荷の直接的生産過

程における労働ではなし、。とすれば，保管労働は如何なる「生産物」を生産す

るのカミ。

第二に，保管される商品在荷は保管費用が投下された結果，付)売買費用とは

異なり「特定の範囲内で商品の価値に入り込み， したがって商品を高価にす

るo (ロ)他方，保管される「使用価値はここでは高められもせず，むしろ減少

する O だがその減少が制限され，使用価値が維持されより

かかる一見矛盾した命題を以下解明せねばならぬ。

ω 「ここで充用される資本一労働力は資本の成分として算入されるーは社会的生産物
のうちから填補されねばならぬ。だから，その投下は労働の生産力の減少と同じよう

に作用する。JDas Kapital-II. s. 133.訳書， K-II. 179-180頁。
ω Das Kapital-II. S. 134.訳書， K-II. 180頁。
(14) Das Kapital-I[. S. 133.訳書， K-II. 179-180頁。
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保管費用が生産する一定の有用的効果

保管費用としての追加資本は「一定の有用的効果を獲得するためJ(um einen 

bestimmten Nu凶 fdtzu erzklJ2〉

、、.，，，
噌

B
ム(
 

に投下されるO 我々は別稿において有用

的効果の基本規定を次のように把握しdiすなわち，有用的効果は『資本論』
第一巻においては，有用的労働を有用的労働として問題にする場合に使われ，

不静止，

流動状態にある具体的有用的労働から見た生産された使用価値・可能的使用価

それの基本規定は生産過程のー側面としての「労働過程」において，

値であると。

「一定保管過程を直接的生産過程としてみれば，労働過程の「生産物」は，

の有用的効果」である O つまり，保管過程において，具体的有用的労働そのも

「一定の有用的効果」でであるが故に，のからみた「生産物」であるO

もともと貯蔵商品はもし保管費用が投下さ云う「一定の」とは何を指すのか，

れず「自然的質料変換」のもとにさらされれば，有害な自然的影響をうけ，遂

には無用となる O 保管労働の目的は「商品は傷みやすいものであり，有害な自

然的影響をうける。」が故にこれを妨ぐことにある O 従って，保管労働の目的は

貯蔵商品の「価値の維持である一価値は生産物，使用価値としての商品のうち

したがって生産物・使用価値そのものの維持によってのみ維持されに実存し

うる」。かくて，保管過程における具体的有用的労働の目的は「貯蔵商品の使用

価値(従って価値〉の質的悪化・量的減少を制限する。」ことであるO

ところで，保管過程の生産期間は労働期間を超過する自然、過程を含む。以

下，保管費用の分析にとって必要な限りでの本来的生産過程に含まれる自然過

程を考察する。

Das Kapital-IL S. 133.訳書， K-1I， 180頁。

拙稿「有用的効果についての一考察JI経済学雑誌」第50巻第6号。

Das Kapital-rr. s. 132.訳書， K-11. 179頁。

Das Kapital-1I. S. 133.訳書， K-rr. 180頁。

安部隆一著，前掲書， 40頁。
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「労働過程が中断されていても生産過程に存続する不変資本部分の価値は，

生産過程の成果中に再現する。生産手段はこの場合には，労働そのものによ

り，それが特定の自然過程をおのずから通過するような条件のもとに置かれて

いるのであって，この通過の結果は一定の有用的効果，または生産手段の使用
仰)

価値の形態変化である。J

労働過程が中断された特定の自然過程の結果，生産物が「一定の有用的効

果J= eine veranderte Form ihres Gebrauchswerts.と把握されている。自然

過程そのものは「生産物およびその生産そのものの本性によって条件づけられ

た中断であって，その聞にわたり労働対象は長かれ短かれ持続的な自然過程に

服従させられ，物理学的・化学的・生理学的な諸変化を蒙らざるをえない」過

程である。かかる特定の自然、過程にとって必要な労働そのもの，すなわち生産

手段が特定の自然過程をおのずから通過するような条件のもとに置くという労

働そのものは「商品で表示される労働」そのものであるo r商品で表示される
労働」のー側面としての具体的有用的労働から特定の自然、過程をみれば「労働

は，生産手段を現実に合目的に生産手段として消費するかぎりにおいて，生産

手段の価値をつねに生産物に移譲するO この効果 (Effekts) を生|ずるために

労働が労働手段を媒介として持続的に労働対象に働きかけねばならぬか，それ

とも，労働は生産手段を条件一それによって生産手段が労働のより以上の助力

をまたないでもおのずから自然過程により所期の変化を蒙るような条件ーのも

とに置くことにより刺戟だけを与えればよいかということは，このことを何ら
ω 

変化させない。」

特定の自然過程にとって必要な具体的有用的労働が目的とする生産物は，労

働対象の diebeabsichtigte veranderungである。すなわち，それは使用価値

の一変化であり，これが一定の有用的効果と把握されている O 特定の自然過程

側 Das Kapital-II. S. 118.訳書， K-II. 160-161頁。

ω Das Kapital-II. S. 235.訳書， K-II. 307頁。
ω Das Kapital-II. S. 118.訳書， K-II. 161頁。
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に入る生産手段はかかる一定の有用的効果:die beabsichtigte veranderungを

もたらすため合目的的に消費=実現されるo die beabsichtigte veranderungそ

のものは特定の自然過程としてなされる O つまり，それは使用価値の一変化過

程であり，過程の結果たる生産物は eineveranderte Form ihres Gebrachs-

werts・一定の有用的効果と把握されるO

以上，本来的生産過程における労働期間を超過する自然過程を考察したので、

あるが，我々が問題としている保管過程も一定の自然過程を含む。すなわち，

「商品の価値がここで維持または増殖されるのは，ただ，使用価値・生産物そ

のもの・が資本投下を要する一定の対象的諸条件のもとに移され，追加労働を

使用価値に作用させる諸操作のもとに置かれるからに他ならなどり

さて，保管過程に含まれる一定の自然過程を考察する際，留意すべき点があ

るO 保管費用は貯蔵商品の質的悪化・量的減少を防ぐ目的で支出されるとはし、

え，貯蔵商品そのものの直接的生産費用ではないという点であるO つまり，保
組)

管費用は貯蔵商品の「生産物形成そのものに入り込まぬ。」貯蔵商品の使用価

値・物は，これの直接的生産過程の生産物であり，この位置でそれなりに完成

されたものである O すれば貯蔵商品は保管過程の「生産物」の直接的生産過程

に生産手段として入り込まぬことを意味するO もし，貯蔵商品が保管過程にお

ける一定の有用的効果の生産のために生産手段として入り込むとすれば，貯蔵

商品は生産手段として消費=実現され，使用価値・物で無くなるとともに一定

の自然過程を通過した使用価値は，使用価値の一変化として生産され，使用価

値が高められねばならぬ。更に，それは生産手段として消費された結果，それ

に実存する旧価値が価値移転され，かつ新価値が附加される。

きて， I在荷形成の費用は，←)，生産物分量の量的減少から(たとえば穀粉

在荷の場合)， (=)質の悪化， (三)在荷の維持に要する対象化された労働および生

凶 Das Kapital-II. S. 133.訳書， K-II. 180頁。

凶 Das Kap!tal-II. S. 139.訳書， K-II. 187頁。
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(型車

きた労働からなりたつ。j r-ところで今，既に生産されて実存する使用価値(α〉

と，それが貯蔵品を形成するために来す滅失部分[bJと，之が防止のために投

ぜられる保管費用問との関係を考察してみZ。」保管費用のうちt-)， ωはた
とえ保管費用が投ぜられでも避けることが出来ぬ使用価値(α〉の質的悪化・量

的減少であり，この費用部分は滅失部分[bJのー構成分をなすO これを[blJと

する O 次に b-bl=b2 であるが，ん部分はもし保管費用が投下されねばこう

むるであろう使用価値 (α〉の滅失部分である。問題はかかる h部分と保管費

用[灯すなわち(司との関係であるO まず量的に b2=kでないことは自明であ

るO 叉，b2 とhとは必ずしも比例関係は成立しなし、。しかし，決定的な点は

保管費用日1が [b2J部分を生産したのではないという事であるo b2はbl と

共にすでに実存する使用価値 (α〉の構成部分として実存している部分にすぎな
仰)

い。かくて，貯蔵商品の使用価値い〉が保管過程において来す滅失部分 [blJ

は害悪でこそあれ，保管過程の diebeabsichtigte Veranderungではない。使

用価値 (α〉は高められるどころか滅失する O 次に保管費用日J={司はん部分

たる実存する使用価値 (α〉そのものの生産費用ではなし、。すれば，貯蔵商品の

使用価値 (α〉は保管費用が生産する一定の有用的効果の生産のために生産手段

として入り込まぬ。

他方，保管過程の直接的生産過程の立場からすれば，それは「貯蔵商品の使

用価値(従って価値〉の質的悪化，量的減少を制限する」という一定の有用的

効果・使用価値の一変化をもたらすことを目的としている O かくて，保管過程

の「生産物」は対象的形態をとらぬ事を意味する O すれば次の問題が生ず、るO

商品としての使用価値，物としづ基本規定が如何にかかる「生産物」に貫徹す

るのかと。

物は「多くの属性のー全体である。j1"ある物の有用性は，その物を使用価値

倒 Das Kapital--II _ S. 143.訳書， K-II. 192頁。

倒， ~初安部隆一著，前掲書， 55-56頁。
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たらしめる」。量的規定も使用価値を物と把握して始めてその規定をなしうる。

例えば， 1トンの石炭は石炭を物と把握し，かっかかる物のー属性「重さ」全

基にして 1トンの石炭としづ量的規定をうる O 商品価値の場合も同様である。

商品は物のー属性たり得ない属性を持つ物， ein Wertdingとして定在する。

かく把握して始めて 1ヤールの亜麻布=2枚の上衣という等式を把握しう20
さて対象的形態をとっているが流動状態にある使用価値にも物の規定は貫ぬ

く。例えば，空気は物と把握して始めて体積という属性をもとにz立方米の空

気と量的規定をうるO 最後に，生産されるとすぐ消滅する「生産物」も物と把

握しうる O 例えば電力・光等々も zキロワットの電力・ Yルックスの光 .yフ

ォンの音，yキュウリーの放射線等々。

保管過程において貯蔵商品の使用価値(め・物は何ら生産されなし、。直接的

生産過程としての保管過程の「生産物」は「貯蔵商品の使用価(従って価値〉

の質的悪化・量的減少を制限する」という一定の有用的効果であるO それ故，

貯蔵商品の使用価値 (α〉は保管過程においてそれの質的悪化，量的減少が制限

されるとし、う事実は存在する O とは云え保管費用が投下され，その結果，使用

価値 (α〉の質的悪化・量的減少がくいとめられた部分たるんは保管過程にお

いて生産されたものではない。然、し，一般に商品としての使用価値は物であ

り，対象的形態をとらず，生産されるとすぐ消滅するという「物」は存在しう

るO とすれば，直接的生産過程としての保管過程の「生産物」は対象的形態を

とらず生産されるとすぐ消滅する「物」であると把握出来る。何故なら物の規

定そのものは「多くの属性のー全体」であるからO

保管過程の「生産物」は，かく対象的形態をとらず生産されるとすぐ消滅す

るが故に，一定の有用的効果として把握せざるを得なし、。すなわち，不静止，

側 Das Kapital-1. S. 39-40.訳書， K-I. 114頁。 なお，以下，使用価値につ

いての分析は安部隆一著，前掲書， 75-83頁参照。ことに使用価値，物の質的分析に

ついて。

ω 安部隆一著 r~価値論』研究J (岩波書庖) 103頁。
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流動状態にある具体的有用的労働そのものから，これが意図する「生産物」を

把握する。まして，保管過程の生産期間は労働期間を超過すする一定の自然過

程を含む。それ故，ここに云う一定の有用的効果は使用価値の一変化たる「貯

蔵商品の使用価値(従って価値〉の質的悪化・量的減少を制限する」のであ

り，それは対象的形態をとらず生産されるとすぐ消滅するものである O

(2) 生産と消費の理論的分割

社会的総資本の直接的生産過程の結果たる総生産物は可能的使用価値として

定在するo I物はし、づれも様々の属性を有し，したがってまた様々に利用され
制)

うる。」とは云え，諸使用価値・物が現実的使用価値として何ら消費=実現さ

れず，可能的使用価値・物でとどまり，かくて有用性が無くなれば，使用価値
(叫

は使用価値でなくなるoI使用価値は消費においてのみ自らを実現する。」すな

わち，使用価値・物はそれの生産と消費というこ過程において把握される O つ

まり，総生産物は再生産条件に制約され，生産的消費過程あるいは個人的消費

過程に入札消費=実現され，かくて新たな使用価値・生産物叉は労働力・消

費者そのものとなる。対象的形態をとらず，生産されるとすぐ消滅する「生産

物」にもこの規定は貫ぬく。例えば，xキロワットの電力は様々に利用されう

る。直接的生産過程において動力として，アルミニュウムの精錬過程において

原材料として，あるいは熱エネルギーとして，光源として等々生産的に消費さ

れうるし叉個人的消費過程においても同様に個人的消費されうる。現在，放

射線が兵器としてのみならず，平和的に，例えば医療において治療手段として

様々に利用されていることは周知の事であるO

理論的にはかかる「生産物」もそれの直接的生産過程とそれの消費過程の二

側 Das Kapital-1. s. 190.訳書， K-I. 336頁。

側 ebenda. s. 191.向上書， 338頁。なお， mるglichGebrauchswert，と wirklichund 
wirkend Gebrauchswert については安部隆一 r~価値論』研究J 79頁， 288-302頁参照。

倒 Das Kapital-1. S. 90.訳書， K-I. 115頁。

側 ebenda. S. 192.向上書， 338頁。
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過程に分割されねばならぬ。我々が問題としている「貯蔵商品の使用価値(従

って価値〉の質的悪化，量的減少を制限する」という一定の有用的効果も，そ

れの直接的生産過程の「生産物」としての生産と，それの消費というこ過程に

理論上分割されねばならぬ。対象的形態をとる使用価値・物は対象的形態をと

るが故にそれの生産と消費の二過程は理論上のみならず事実上，空間的，時間

的に分離しうるO 又，生産されすぐ消滅するとは云え，電力の如く，それ自身

が一つの媒体を通じて位置変化をなしうる属性をもっ物であればこの二過程は

事実上，空間的に分離しうる O 然しながら，我々が今，問題としている一定の

有用的効果は対象的形態をとらずすぐ消滅するが故にそれの直接的生産過程と

消費過程が空間的に分離し得ず，従ってそれは直接的生産過程の位置において

のみ消費しうる O かかる意味において貯蔵商品は保管過程に入る。先に問題と

した b2は，保管過程において直接的生産過程としての保管過程の「生産物」

たる一定の有用的効果，すなわち「貯蔵商品の使用価値(従って価値〉の質的

悪化，量的減少を制限する」を消費した結果，貯蔵商品の使用価値 (α〉の質的

悪化・量的減少が b2部分に制限されたものである O

ここに至って始めて一見矛盾したように見える序の命題工，llが解けるO

貯蔵商品としての社会的総商品資本の市場滞留はそれの質的悪化・量的減少

を防く、、ため保管費用たる追加資本の支出を必要とするO すなわち保管費用は貯

蔵商品をそれの存立条件としているO 建物，保管設備等のために不変資本が，

倉庫労働のために労働力・可変資本が投下される。現象としては，まず保管費

用が投下され，倉入，倉出し等貯蔵品が保管過程ヘ出入するO とは云え，理論

的にはまず正常な再生産が円滑に進行するための条件として貯蔵商品が形成さ

れる O 一定期間，一定範囲における貯蔵商品の実存が前提となり，これに必要

な保管費用が投下される O 従って，貯蔵商品は保管費用にとって存立条件をな

すのであり，存立の根拠ではない。

まず¥直接的生産過程としての保管過程を労働過程として考察する。保管労

働はそれが意図する-beabsichtigte-使用価値の一変化たる「貯蔵商品の使用
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価値(従って価値〉の質的悪化，量的減少を制限する」という一定の有用的効

果を生産するため，諸使用価値・物を生産手段として合目的的に消費=実現す

る。ここでの諸使用価値・物は本来的生産手段生産部門の生産物・可能的諸使

用価値・物として定在しておったものである。かかる物が今や保管過程におい

て一定の有用的効果をもたらすための生産手段として機能する。かかる物の生

産手段としての合目的的消費とは，まさに一定の有用的効果をもたらすために

生産手段として消費=実現され，合目的的に機能するか否かである O 保管労働

は「これらの物を捉え，それらを死から蘇生させ，それらをただ可能的使用価

値から現実的かつ効果的な使用価値に転化させねばならぬ。なるほど，それら

の物は労働の火になめられ，労働の肉体として同化され，過程中でそれらの概

念及び職分にふさわしい機能にまで鼓舞されながら，たしかに消耗されるので

あるが，しかしそれらは，J一定の有用的効果をもたらすための「形成要素と
ω 

して， 目的あって消耗されるのである。」

保管過程を価値増殖過程として考察すれば，保管労働は生産手段に対象化さ

れている旧価値を一定の有用的効果に移転せしめながら，同時に新価値を附加

する。ここで附加される新価値は労働力の価値に相当する価値部分・可変資本

価値部分と，それを超過する剰余価値部分よりなる O

かく生産された一定の有用的効果の消費過程をみてみる。貯蔵商品は保管過

程において「貯蔵商品の使用価値〈従って価値〉の質的悪化，量的減少を制限

する」と云う一定の有用的効果を消費した結果，貯蔵商品の使用価値〈α〉の質

的悪化，量的減少が制限される O とは云え，質的悪化，量的減少が制限された

部分 [b2Jたる使用価値・物は保管費用が生産したものではなし、。すでに生産

され，完成されている貯蔵商品の使用価値〈α〉の質的悪化・量的減少がひJ

にくいとめられたにすぎぬ。かくて，貯蔵商品の「使用価値はここでは高めら

れも増加されもせず，むしろ減少する」とは云え，一定の有用的効果を消費し

倒 Das Kapital-I. s. 191.訳書， K-I， 338頁。
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た結果，特定の範囲内で，一定の有用的効果の価値が貯蔵商品価値に追加さ

れ，入り込むO

〔三コ 保管費用の再生産=流通

( 1 ) 保管費用の流通費的性格

純粋流通費用たる売買費用は商品の同一価値の姿態変換のために必要な費用

であり，売買費用として支出された流通手段・「不変資本J，労働力・「可変資

本」は商品の姿態変換過程において何ら使用価値・価値を生産せず，従ってそ

れは流通費用であり，かつ空費である。

保管費用はかかる売買費用と異り，保管過程において使用価値の一変化たる

一定の有用的効果を生産し，価値・剰余価値を生産する O 貯蔵商品は保管過程

において「貯蔵商品〈従って価値〉の質的悪化・量的減少を制限する」という一

定の有用的効果を消費した結果，貯蔵商品の使用価値(従って価値〉が維持さ

れる。かかる意味においてそれは売買費用と異なる。とは云え，一定の有用的

効果を消費した結果，維持されている貯蔵商品の使用価値部分[b2Jそのものは

保管費用が生産したものではなし、。すなわち，一定の有用的効果を消費した結

果，何らの使用価値をも生産しなし、。ただ，すでに生産されて定在する使用価

値(α〉・物が維持されるのみである O 従って，保管費用は空費である O 更に，保

管費用は貯蔵商品をそれの在立条件とする O 他方，貯蔵商品は保管費用が生産

する一定の有用的効果を消費することにより，それの使用価値(従って価値〉

が維持される。すなわち，保管費用は空費であるとは云え，社会的富の維持

費であり，これは叉如何なる社会においても必要な費用でもある。かくて，保

管過程において生産される一定の有用的効果の消費は貯蔵商品の再生産条件に

制約されているoC一〕において検討した様に，総商品資本，W'の一定期間，

一定範囲における商品在荷の形成は社会的総再生産過程が円滑に行われるため

の条件である O

まず商品在荷を形成する商品資本 W'が正常な再生産条件を充たしているか
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否かが問題となる。もし貯蔵商品たる W'が正常な再生産条件を充たしておら

ねば，それは当年度の再生産過程において生産的消費過程なり個人的消費過

程に入り込まぬ。次年度に持ち越されても，それが次年度において生産的消費

なり個人的消費なりに入り込むか否かは次年度の W'の再生産条件に依存して

いるO 次年度まで持ち越された商品資本 W'が保管費用を投下しでも標準的な

使用価値・物の品質を維持出来ず，その結果販売されない場合には，これに投

下された保管費用は勿論のこと貯蔵商品そのものが空費となる。幸いにして次

年度において再生産条件を充たし，かつ叉貯蔵商品の品質も標準的水準を保ち

得たとする。それの保管費用を [KJとする。次年度における同一種類の新商品

が形成する貯蔵商品が必要とする保管費用を [K]Jとすれば，明らかにK-K]

=K2なる差が生ずる。問題は K2である。保管費用 K2は貯蔵商品たるW'が

当年度において再生産条件を充たさぬ-それが個別資本家の自由意思であれ非

自由意思であれー結果生じた商品在荷の為の保管費用で、あり，従ってかかる在

荷形成は商品形態そのものものが起因して生じた在荷であるが故に保管費用

K2は売買費用として消費される。つまり，一定の有用的効果を消費した結果，

貯蔵商品の使用価値〈従って価値〉は維持されるが一定の有用的効果の価値

(K2) は貯蔵商品の価値に入り込まず，従って保管費用 (K2) は貯蔵商品の

所有者たる個別資本家の直接的負担となる O 貯蔵商品たる W'が当年度におい

て正常な再生産条件を充たし，正常な総生産過程を円滑に進行せしめる条件と

して一定期間，一定の範囲において平均的な中位の需要を若干上回る程度にお

いてー商品在荷を形成した場合，かかる貯蔵商品が消費した一定の有用的効果

の価値は貯蔵商品価値に追加され，かくて貯蔵商品の使用価値は高まらぬが価

値は高まる O

貯蔵商品を形成する社会的総生産物は生産的消費なり個人的消費に入る。部

門Iの総商品資本は部門I叉は部門Eの生産手段として消費される O 従って部

門Iの総商品資本(ん)W'が形成する貯蔵商品はこれの保管の為に一定の有用

的効果を生産的に消費するO その結果貯蔵商品(ん)W'の使用価値は何ら生産
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されず，ただそれの質的悪化，量的減少が制限されるにすぎぬが価値は高めら

れる O かく追加された価部分は(九)W'を購入する両部門の資本家階級の聞に

商品に応じて按分比例的に配分されるO 正常な再生産を前提とすれば，かかる

負担分は両部門の剰余価値より控除される。

部門Eの総生産物たる総生活手段 (Lm)W'は，両部門の個人的消費過程に入

る。総生活手段たる総商品資本 (Lm)W'が形成する貯蔵商品はこれの保管のた

めに一定の有用的効果を生産的消費するO その結果，貯蔵商品 (Lm)W'の使用

価値・物は高められぬが価値は追加される O 生活手段が両部門の資本家階級の

個人的消費に入る限り追加価値部分は購入した資本家階級の負担となり，剰余

価値より控除される。

生活手段が両部門の労働者階級の労働力の再生産のために個人的消費された

場合，商品に応して按分比例的に配分された追加価値部分はそれだけ労働力の

価値を高める O 正常な再生産を前提とすれば，正常な労働力の再生産が前提と

なる O それ故，両部門において，この価値部分だけより高く購買され，かくて
加)

この価値部分は両部門の剰余価値より控除される。

(2) 保管費用の再生産過程表式分析

以上の分析を基にして以下如何に保管費用が現物=価値填補されるかという

問題を表式分析でもって考察する。問題の簡単化のため次の点を前提とするO

(i)正常な単純再生産， (ii)不変資本は消耗部分のみ問題とするOω社会的総商
品資本=9000，そのうち生産手段生産部門の総商品:(九)W'=6000，生活手

段生産部門の総商品=(Lm) W' =3000， (iV)保管材料生産部門の総商品資本件〉

W'=600， (V)資本の有機的構成4: 1， (Vi)剰余価値率 100%，側部門工の保管手

段=100，部門Eに必要な保管手段=96，保管材料生産部門に必要な保管手段

= 4，合計，保管手段=200，これに必要な労働力，可変資本=50，とする。

すれば問題は保管費用として投下される不変資本・保管手段=200，可変資本・

側 安部隆一「流通諸費用の経済学的研究J52頁参照。
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労働力=50が如何に現物=価値填補されるかである。

さて「し、づれにしても，商品在荷の維持および保管に役立つ資本および労働

力は直接的生産過程から引き上げられている。他面，ここで充用される資本一

労働力は資本成分として算入されるーは社会的生産物のうちから填補されねば

ならぬ。だから，その投下は労働の生産力の減少と同じように作用するのであ

り，したがって一定の有用的効果を獲得するに要する資本の分量が増大する O
例

これは空費である。」

〔一〕においてすでに考察した様に，ここに云う直接的生産過程は本来的産

生産部門における社会的総資本の生産物たる総商品資本 W(9000)の直接的生

産過程を指すO すなわち，もし保管費用として投下された資本:200c十500り

が本来的生産部門に投下されれば，それだけ本来的生産部門における年生産物

が増大する可能性を持つ。保管費用は空費であるが故に逆に本来的生産部門の

年生産物からの控除をなす。たとえ保管費用が流通費用でありながら生産的性

格を持つとは云え，それは流通費用であり空費であるが故に表式は次の様にな

る。

付) 保管材料の再生産=流通

1. 4000c十1000v+ 1000m = 6000 

Ik・ 400c+ 100り十 100m=600 (但し， Ikは保管材料生産部門〉

II. 2000c十 500v十 500m=3000

保管材料生産部門は部門工に属するO 正常な再生産を前提とすれば，保管手

段として生産的消費される保管材料=200は，当年度において新たに附加され

た 1k 100v+100m=200でもって現物=価値填補されねばならぬ。もしそう

ではなく Ik(v+m)く「保管手段の価値」であれば， Ik部門は縮少再生産とな

る。前提により Ik部門内において 41 kmがこの部門に必要な保管手段とし

て控除されるO 本来的生産手段生産部門工に投下される保管手段の価値は 100

側 DasKapitall-lI. S. 133.訳書， K-IL 179-180頁。
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である。

(i) 4001 kc=400 1 c 

400工kcと 4001cが部門工内で相互転態、される結果 1kの 400cが現物填

補される。他方，本来的生産手段生産部門において，保管材料400cのうち300c

は生産手段として現物填補されるo 100cは保管手段として生産的消費されるが

故に 1001m と 1001kcが相互転態され，かくて 10001m のうち 1001m が

控除される。他方，100 1 kが保管手段として，本来的生産手段生産部門に実

存するO

(ii) 96 1 kv = 96 IT c 

保管材料生産部門における 100工加のうち， 961 kvが 96ITcと相互転態され

るO 部門Eにおいて必要な保管手段の価値は96，従って 96ITkと96ITmが相互

入替され，かくて 96IT例が控除される。他方， 961kが保管手段として部門E

に実存するO

白i) (4v+96m) 1 k=100ITc 

保管手段材料生産部門内に残存するや+96mは 100ITcと相互転態される O

1001 kは部門Eにおいて生産手段として現物填補される。すれば部門Eの2000

ITcは，1804c十96m十1001k (生産手段〉となるO 他方，本来的生産手段生産

部門には，1000v + 900mが実存する。かくて，(1000v十9000)1 m = (1804c十96
(幼

m)IT と相互転態される。以上を分析図で示せば次の通り，

1 3600c十300c十100c+11000v十900m 1+ (100m) = 6000 

1k 3仲十100c+1函十戸両 1+ (例=600 
IT I回竺出+脚|十脚十羽4m+ ω6m)=3000 

(ロ) 保管費用として投下される可変資本=50の再生産=流通。

保管過程の有機的構成も 4:1とすれば，本来的生産手段生産部門には A

的 拙稿「純粋流通諸用の再生産=流通についてJr経済学雑誌」第64巻第2・3号，並
びに山田盛太郎著「再生産過程表式分析J (改造社)117頁以下，参照。
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(25)， 1 kには A(l)，部門Eには A(24)なる労働力が投下される。

( i) 本来的生産手段生産部門の保管過程に投下された可変資本価値

保管過程の可変資本価値，25Gが労働力の購買に投下される。 25G-A(25)， 

この過程は同時に労働者階級にとっては A(25)-25Gである。労働者階級はこ

の 25Gでもって部門Eの lLより生活手段を購入するo A(25)-25G・25G-

(Lm)W(25)， TI， (Lm) W(25c )-25G，部門Eの資本家階級はこの 25Gでもっ

て部門Iの251mが実存する生産手段を購入し 25TIcの現物填補をなす。 TI，

(Lm)W(25c)-25G， 25G-(ρm)W(25)，工， (Pm)W(25m)-25G。かくて，部

門工の資本家階級は可変資本として投下した 25Gを填補する O 従って， 251m

は保管費用として部門Iの剰余価値より控除される。再生産=流通形式として

総括すれば次の通り。

部門工 〈ωρ~ωm)WI恢(伽〉一2ω叫陀.リ〆ス25ωG一Aぶ抑(αω2
A(ω25ω〉一2お5Gl己}:.25G一(仏L卸μ)W(α25ω〉 労働力の再生産

，、
部門TI (Lm) W(25c )-25Gピ・、25G-(Pm)W(25) 矢印は貨幣の通流

(ii) 保管材料生産部門における保管過程に投下される可変資本(1)

保管材料生産部門の保管過程に可変資本価値 (1)，lGが投下され A(l)が

購買されるolG-A(l)).労働者階級は lGでもって lTIcたる生活手段を購買

するo lG-(Lm)W(l).他方，この過程は同時に lTIcの販売であり部門Eの

資本家階級は lGを得る。 (Lm)W(1)-lG. この lGでもって 11kmが実存す

る保管手段材料を購買し，これを生産手段として lTIcを現物填補するo lG-

(めW(l). 1kの資本家階級は (k)W(lm)を実現し，可変資本として投下し

た lGを回収するo(k)W(l)-lG.かくて， 1kにおける 11kmが保管費用と

して控除される。再生産=流通形式にて総括すれば次の通り，

1k・ (k) W(1m)-lG r;・)G-A(l) A(1)は保管過程で生産的消費

A(1)-lGピ、，1G-(Lm)W(l) 労働力の再生産
TI. (Lm)W(lc)-lGピL¥1G-(h〉W〈1〉 (h〉W(l〉は生産手段として生産

的消費
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凶 部門Eの保管過程に投下された可変資本(24)

部門Eの保管過程に可変資本価値，24Gが投下され A(24)が購買される。

24G-A(24)。労働者階級はこの 24Gでもって 24llmが実存する生活手段を購

買o A(24)一 24G・24G-(L例)W(24)，ll， (Lm) W (24m)-24G。部門Eの資

本家階級は投下した可変資本価値• 25Gを回収するo241mが保管費用として

控除され，A(24)として実存する O 総括すれば，

II (Lm) W(24m)一24G~ ・ ，24G-A(24) A(24)は保管過程にて

A(24)一 24Gピ・ ' 24G-(Lm) W(24) 生産的消費

以上， (i)---._，闘の全過程を前述の分析図に入れる。

3600c + 300c + 100c+11 1000v十 875m 卜 (25m) 11十(100m)=6000 
二二ご了一て二一一一一一一一一 I(A(25)) 

300c+ 100c+11笠v1-ト14U十9m十(同 11十( 4m)= 600 
I (A( 1)) 

11779M制十竺cl+1批十(lc)j十500v+380十(24m)十(96m) =3000 
(A(24)) 

付総 括

まず保管材料生産部門内で当年再生産された新価値 100v+100仰が実存する

生産物は，部門 1，1 k' IIにおいて保管手段として実存する O 生産関係とし

てみれば，保管手段=200は部門 1，1 k， IIの剰余価値より控除されたもので

ある O 更に，1kの 400cは部門 1，IIの直接的生産過程より引き上げられ，

1kにおいて保管材料の生産の為に社会的総資本より控除，留保されている。

保管過程に投下された可変資本50は，これにて A(50)なる労働力を填補し，

それぞれの部門の剰余価値より控除して価値填補している。

かくして，社会的総商品資本 W'(9600)のうちの 1600mより保管費用とし

て保管手段 (200)，労働力 (50)が控除される O

保管過程に不変資本200c，可変資本50vが投下され一定の有用的効果が生産

される。すなわち 200c十50v+50m=300(N)(NはNutzeffektの目的。これを

生産的消費した結果，貯蔵商品の使用価値 .W'(9600)の使用価値は何ら生産

されず，それの質的悪化，量的減少が制限されるのみである O 従って 300(N)

-193ー



は空費であるO とは云えかかる費用は如何なる社会においても社会的富の実存

条件として必要である。ここに保管費用存在の根拠があるo I在荷形成の費用

は社会的富の一実存条件であるが社会的富からの控除であることには変りはな
(幼

し、。」

保管費用が生産した一定の有用的効果を消費した結果・貯蔵商品の使用価値

い〉そのものは何ら生産されぬとは云え，商品価値は高まるo Iこの費用から

生ずる商品価値の増大はこの費用を相異なる諸商品の上に按分比例的に配分す

るのであるが，それはけだしこの費用は，商品の種類が異なれば異なるからで

ある。」更に 300(N)たる有用的効果が消費され，かくて貯蔵商品の使用価値

〈めの質的悪化，量的減少が制限されても，なおかつまぬがれぬ減部失分 bが

ある O 従って資本家階級相互において負担されるべき保管費用は 300(N)+b，

となるO ここで次のこの問題が生ずる。第一に 300(N)+ι が資本家階級相互
に如何に負担されるか，第二に 200c十50v+ 50m = 300(N)のうち，50mは一

般的利潤率形成に入るか否かである O

まず第一の問題から考察してみよう。

出発年度の生産資本の配置

1 .. 4000c + 1000v = 5000 保管費用 100c+25v=25 

Ik・ 400c十 100v=500 保管費用 4c+lv= 5 

II . 2000c + 500v = 2500 保管費用 96c+24v=120

年度末の総生産物の範式

1. 4000c十1000v十1000m= 6000 

1 k. 400c+ 100v十 100m=600 

II . 2000c + 500v十 500m=3000

6400c + 1600v + 1600m = 9600 

100c+25v+25m= 150(N) +bjj 

4c+ lv+ lm= 6(N)十b1k

96c十24v十24m= 144(N)十bj2

200c十50v十50m=300(N)+bj 

({旦し bj =bjj十bjk+bj2)

側 Das Kapital-II. S. 142.訳書， K-1[， 191頁。

側 ebenda. S. 142. 向上書， 191頁。
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総商品 W'(9600)が形成する貯蔵商品の保管のために 300(N)たる一定の有

用的効果が生産されかつ消費されるO その結果，総商品 ~V'(9600) の使用価値

は何ら生産されぬ。それどころか b1 部分の滅失はまぬがれぬ。然、し 300(N)

たる価値は追加され，かくて総商品価値は 9600+300(N)+b
1 となるO 以下，

問題の簡単化のためb1部分を捨象するO かつ部門 1，125(N) =αl' 部門 1k' 

6(N)=r，部門IT，144(N)ニ戸とし次の分析図の如く保管費用 300(N)が分

割・追加されるとするo

1. 3600c + 300c十100c十1000v十875m+(25m)十(100m)ニ 6000+125(N) 

α11α12α13α21α22α23α24  

Ik・ 300c+100c十 96v十 4v+95m+(lm) + (4m) = 600十 6(N)

rll r12 r21 r22 723 724 r25 

IT. 1779c十(25c)十96c十99c十(lc)十500v十380m十(24m)十(96m)

= 300 + 144 (N) 

s11 s12 s13 s14 s15 s21 s22 s23 s24 

部門工における α11'α24，部門 Ikの r25' 部門Eのんl's22' s23はそれぞ

れの部門内で負担される保管費用である O

(i) (300c+ 100c+α12+α13) 1: (300c十 711十 712)1 kの相互転態

α12+α13は総商品 (300c十100c)工が， 711十 712は総商品 (300c十100c)1 k 

が形成する貯蔵商品の使用価値・物の質的悪化・量的減少を制限する為に保管

費用が生産する一定の有用的効果を消費しその結果，総商品の使用価値は何

ら生産されぬが追加された保管費用の価値であるO 従って， α12+13=71i+r12

であれば相互相殺される。 α12十α13>711十 712の場合，その差額をムα とする。

部門 Ikはムαに相当するムGなる追加貨幣資本を投下し部門IはムGでも

って部門IT.よりムG に相当するムITcを購入する O 他方，Ikの資本家階級

は 951 km = 95 IT cの相互転態において 951仰を実現するが 95ITcームα分の

生産手段しか購買出来ぬ。かくてムαなる保管費用はIkの負担となり Ikの

剰余価値より控除されるO 他方，部門Iはムαだけ生活手段をより多く購買す
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るO 逆の場合は逆。

(ii) (lOOOv十875m十(25m)+α31+α22十α23)工:

(1779c十25c+96m+311+312十324)II 

(iii) (96v十4v+95m十(1m)十r21十r22十r23十r24)Ik:

(96c十99c十(lc)十戸13十戸14十315)II 

(ii) ，制し、づれの場合も(i)と同様の論理で一方の十ムは他方の-Llとなり，

社会的にみればプラス・マイナス，ゼロであるがームだけその部門の負担とな

り，その部門の剰余価値より控除される。従って，各部門における総商品が形

成する貯蔵商品に必要な保管費用 300(N)十b1はまず各部門における貯蔵商品

価値に按分比例的に商品種類に応じて追加され，かくて総商品を生産的消費一

ここでは労働者階級の個人的消費を含む ，個人的消費する各部門における資

本家階級にそれの負担が配分される事を意味するO すなわち，空費であるとは

云え，社会的富の存立条件としての社会的富の維持費の負担の仕方である O

問題(札ところで保管費用の現物ニ価値填補の視角から 300(N)十b1を見れ

ばーの問題が生ずる。 b1 を無視すれば 200c十50v+ 50m = 300(N)のうち現物

=価値填補に必要な費用部分は 200c十50v=250であり， 50mは資本家階級に

とって無償であるO つまり，もともと空費たる50mが資本家階級にとってそれ

だけ節約された事を意味する O 従って50mは分割されるべき剰余価値として存

在しなし、。他方，正常な再生産を円滑に進行せしめようとすれば，空費である

とはし、え社会的富の維持費として 200c十50vは追加資本として投下されねばな

らぬ。従って 200c十50v=250に帰着する平均利潤は要求される。かくて一般

的利潤率の範式は次の様になる O

ρ，= __  1600m一(200c十50v)
6400c + 1100v十(200c+50v)

剰余価値の分割，

1600m = (6400c + 1600v) p'十(200c十500v)ρ，+ (200c十50v)

純粋な流通費用たる売買費用と異なる点は剰余価値より控除された 200c+

ω Das Kapitalー rr.s. 89.訳書， K-I， 123頁。
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50vが一定の有用的効果:200c十50v+50mを生産し，これが消費された結果，

何ら貯蔵商品の使用価値は生産されぬが価値は追加され，各生産部門における

資本家階級において負担される事であるo50mたる空費は資本家階級にとって

無償であるため，それだけ剰余価値からの控除をまぬがれ，従って利潤率は高

くなる O 社会的分業により保管過程が倉庫業として独立すれば，社会的に見れ

ば保管費用が集中，集積し節約されるO ここに保管過程が独立し大規模化する

根拠があるO とは云え，保管過程に投下された追加資本部分に帰属する平均利

潤は倉庫労働が生産した剰余価値で、はなし、。総商品の剰余価値1600mより割譲

せられた剰余価値で、ある O 更に総剰余価1600mのうち 100mは保管手段生産部

門において生産された剰余価値で、ある O つまり ，100mは保管手段として消費

される商品に実存する O それ故，この剰余価値部分は空費であるが資本家階級

にとっては無償である O 資本家階級にとってはそれだけ剰余価値から控除が少

くてすむO かくて，厳密に云えば保管費用として投下される資本部分に割譲せ

られる利潤は本来的生産部門において生産された剰余価値よりの控除である O

ここにおいて〔序〕での一見矛盾した表現，すなわち保管費用は社会的にみれ

ば空費であるにも拘わらず，一方では剰余価値を生産しながら他方では，個別

資本家にとって「価値形成的に作用し」かつ「致富の源泉となる」としづ命題

が解ける O 更に Ik部門を空費としてみれば，400c十100vも，もともと本来的

生産部門より控除されたものであるO それ故，それは本来的生産部門の重荷

となる O 従って， Ik部門の表式は金材料生産部門と同様に一見矛盾した形式

で部門Iに追加された形で、表現される。

〔結語〉

以上の分析の結果次の事が云える O

保管費用が生産する一定の有用的効果は使用価値の一変化であり対象的形態

をとらぬ。

「保管費用は，流通費用でありながら，しかも生産費用である O すなわち保
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管とし、う有用的効果を生産するのであって同時に価値増殖を遂げる。

それはまた生産費用で、ありながら，しかも流通費用であるO 保管とし、う有用

的効果の消費は何らの使用価値をもっくりださぬ。

かかる特異な性質をもっている保管費用は，かくて社会的富の一存立条件を

なしながらしかも社会的富のー減除であり，従って空費である。」

保管手段材料生産部門は一見，本来的生産部門に追加される形式で示される

が，かかる生産部門は空費たる保管手段の生産部門であり，本来的生産部門の

重荷である O すなわち本来的生産部門よりの生産力の減少である O

保管手段材料生産部門においては生産された剰余価値は社会的総再生産=流

通としてみれば空費であるが，資本家階級にとっては無償であり，それだけ節

約される。

保管費用が生産した剰余価値は資本家階級にとっては空費の節約を意味す

る。従って，かかる剰余価値は一般的利潤率の形成に入り込まぬ。

保管費用として投下された資本部分に帰着する利潤は，保管労働が生産した

剰余価値ではなく，本来的生産部門において生産された剰余価値から割譲せら

れた剰余価値で、ある O 何故なら，もともと保管費用は空費であるから。

仙安部隆一「流通諸費用の経済学的研究J61-62頁。
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